
1/11

自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事
業所理念をつくり、管理者と職員は、その
理念を共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている
認知症の人の理解や支援の方法を、地域
の人々に向けて活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について
報告や話し合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

高校生・専門学校生の体験実習・ボラン
ティアの受け入れを積極的に行っていま
す。

年間計画を立て奇数月に実施しておりま
す。ホームでの状況・事故報告・苦情など
を報告し、意見交換を行っています。ま
た、火災防火訓練にも参加して頂き助言
を頂いております。

計画通り奇数月に開催され、区長が持ち回り
で参加している。地域包括支援センター職員
や家族等の参加もあり、事故報告、苦情等に
ついて活発な意見交換が行われている。委
員からは防災訓練時に参加してもらい、地域
に向けてサイレンを鳴らす等、運営推進会議
の意見を活かした取り組みが行われている。
しかし、残念ながら利用者は会議に参加して
いない現状であった。

１１年目の事業所として、充実した内
容で運営推進会議が実施されている
が、利用者の処遇等を検討する会議
の席において、利用者本人が参加さ
れることで、更に本来の運営推進会
議の目的の達成、地域に向けての深
い理解と信頼が得られる機会となる
ので、時には会議に参加出来るように
配慮、検討されることが望まれる。

新人職員には管理者が、オリエンテーショ
ンで理念の思いや意味を職員に伝えてい
ます。職員室に絶えず掲示しており、理念
を共有し実践しています。毎年部署目標
を立てて達成に向けて努力をしておりま
す。

基本となる理念は法人が作成し、それを基に
事業所理念の見直しを行っている。今年度は
「人」資源を大切に、働き易い職場作り、職員
の健康増進、セルフケア、研修システム、自
己啓発等、職員会議で理念の共有を図り、そ
の人らしい生活が継続出来るように、目標達
成に向け取り組んでいる。

地元商店街にお客様と共に買い物へ出か
けます。また、当施設の納涼祭や地域の
秋祭りへ参加者と地域の方からお声掛け
頂き、お誘いを受けて頂けております。

事業所の近くにスーパーがあり、日常的に買
い物に出かけている。また畑で作業をしてい
ると、自然に地域の方からの声掛けがある。
「民家に近い」と言う事業所の立地条件が交
流し易い環境を作っている。「みかん」と言う
事業所名も「橘」と言う地名に因み、「柑橘系
の名前」と言う経緯もあり、１１年目の事業所
として地域交流が自然に行われている。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取
り、事業所の実情やケアサービスの取り
組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」
を正しく理解しており、玄関の施錠を含め
て身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 (5-2 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、そ
れらを活用できるよう支援している

高齢者虐待・身体拘束廃止委員会があ
り、事業所や法人全体で、勉強会が行な
われております。また、日々ミーティングで
等でも虐待に値しないか振り返りながら個
別の支援に取り組んでおります。

虐待廃止委員会が設置されており、事業所
単位、法人全体で勉強会を通し、学ぶ機会を
設けている。虐待防止マニュアルと虐待発見
時のフローチャートが整備されており、職員
会議や日々のミーテング等で、虐待について
共有を図りつつ、お互いに言い易い環境作り
を図り虐待防止に努めている。

現在は制度活用しているお客様はいらっ
しゃいませんが、今年度7月に外部講師を
招いて、勉強会をする予定でございます。

運営推進会議を通じて参加頂き、情報交
換を行っております。制度上の疑問など伺
いながら取り組んでおります。

運営推進会議に参加している地域包括支援
センター職員、市の介護保険係等、情報交換
も含め、制度上の疑問点について直接出向
いたり、電話の問い合わせ等、各種の相談
事が日常的に行われている。また日頃の連
携の中で、地域とのトラブル、困難ケースに
ついては、解決に向けて共に協議し、相談が
出来る体制が出来ている。

高齢者虐待・身体拘束廃止委員会があ
り、事業所や法人全体で、勉強会が行な
われております。また、日々ミーティングで
等でも身体拘束に値しないか振り返りなが
ら個別の支援に取り組んでおります。

身体拘束廃止委員会が設置されており、事
業所単位、法人全体で勉強会が行われ、更
に職員会議時の復命報告等を通して理解を
深め、共有を図っている。利用者は個別にセ
ンサー等は使用していない。現在、身体拘束
防止に向けてのマニュアルは整備されている
ので、発見時のフローチャート等の作成に向
けて検討しながら日々の介護を通し、身体拘
束をしないケアに繋げている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、
利用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、
十分な説明を行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員ならびに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努め
ている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ
アの実際と力量を把握し、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

法人全体の教育委員会があり、モチベー
ションが上がるように、学ぶことを常に推進
しています。新入職員のフォローアップ制
度や、グループ内、法人内の研修制度も
あり、職員育成に力を入れています。

毎日のミーティングや月１回の部署会議、
職員会議等で、職員の意見・議論を大切
に運営しています。また、業務改善を上げ
職員の意見を業務に反映しています。

管理者が、職員と個別に面談をする機会を
設けている。話しやすい環境を日頃のさりげ
なく会話が出来る関係を作り、聞き取るよう
工夫している。業務改善で「ノー残業デー」が
出来る体制など、職員の意見を業務に反映
させながら、働き易い環境作りに取り組んで
いる。

運営者は、目標管理を軸に、自分の立て
たやりがいのある目標に向かってチャレン
ジし、努力を続けることを大切にするように
職員個別に指導しています。また、定時退
社日を設ける等努めています。

入居時や今年度は介護報酬の改定があ
り、ご説明し納得の上、同意をしていただ
きました。書面ににてご署名を頂いており
ます。また、ご不明な点はないか、また、ご
理解頂けているか再度お尋ねしておりま
す。

その日の受持ち職員が、お客様の声を聞
いて実現につなげるよう努力しています。
また、年１回お客様と家族に顧客満足度
の調査を行ない、言いにくいことでも書い
ていただくことで課題として改善していく機
会を作っています。

年に１回、家族に向けてアンケートを実施し
ている。その中で重度化、看取りについての
意見が付され、看取りについては事業所の
職員体制、地域資源、医療機関の協力等の
整備を図りつつ、現時点で対応出来ることを
説明している。家族に理解が得られるよう
に、事業所としての考えを発信し、課題の改
善に努力している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会を作り、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を
傾けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を
見極め、他のサービス利用も含めた対応
に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、暮らしを共にする者同士の関係を
築いている

19 (7-2 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、本人と家族の絆を大切にしなが
ら、共に本人を支えていく関係を築いてい
る

ご家族の面会時やお手紙などで、日々の
様子をお伝えし、情報の共有に努めてい
ます。面会時は、お部屋とフロアでゆっくり
お過ごし頂けるように配慮しております。

家族会は今は招集していないが、不備が無
いように工夫している。面会時、または電話
等で伺うようにし、職員側だけで決めず、家
族に協力をいただく機会を多く持つようにして
いる。個々のケースにより、受診時の付き添
い、本人不安時の対応など、随時、家族の協
力いただきながら、本人を支える関係が出来
ている。

利用前に、家族、担当ケアマネから本人
の状態をお聞きし、本人にお会いして、想
いや状態を確認しながらサービス導入に
努めています。入居に至らなかったケース
もあります。

お客様の残存能力・体力を考慮した上
で、出来ること、役割を探しながら支援して
おります。また、その方の希望が叶うよう、
対話を大切にした関わりや、お客様の気
持ちを理解した関わりを心掛けておりま
す。

お客様やご家族の思いを受け止め、安心
して頂けるように、利用前にご本人にお会
いして直接話をお聞きしております。

ご家族の立場に立ってお話を聴き状況を
把握し、対応に努めております。遠方の家
族でも電話にて連絡を取り家族の想いを
お聴きしております。

法人のＧＨ連絡会があり、定期的に交流
の機会を持っています。法人内の連絡会
（2ヶ月に1回、10ホーム参加）では、サービ
スの向上を目指して現状報告や意見交換
を行なっています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支
援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、
支え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じ
て本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本
人本位に検討している

24 (9-2 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用の
経過等の把握に努めている

日々の関わりを持ちながら本人の想いの
把握に努めています。困難な場合は、
チームで支援できる様、カンファレンス
シートでご家族の意向も踏まえ検討してお
ります。

アセスメントはセンター方式を使用し、定期的
にモニタリングを行なっている。本人、家族の
思いや意向の把握を大切にして、ケアに活か
そうと職員で話し合った結果、担当者会議の
記録用紙にある「本人、家族の意向」の欄を
重要と捉え、確認をしながら日々のケアに繋
げている。

入居前の事前訪問で情報情報を得たり、
ご本人やご家族の意向もセンター方式
シートを活用して情報を得ています。その
情報を基に、本人の想いや、ご家族の想
いを大切にし関わりた関わりを目指してい
ます。

日々の経過の過程で、最初の状態や意向が
変わってきている事も多く、事業所では状況
の変化に応じ記録を更新しつつ、本人、家族
の積み重ねた経過を大切にした関わりを目
指し、職員は工夫しながら情報を把握してい
る。

お客様同士の友好関係の確立されている
所を大切にし、居場所の配慮、食事作り、
お掃除、買い物をされるなど共に出来るよ
うに支援しております。

今後についてご家族が不安を感じた時や
入院された時など、病院などの話し合いに
同席し、医療連携室などを通じて支援を
行っています。

地域の行事に参加したり、御面会や誕生
日の外出、外泊、お客様が行きたいと思っ
ている場所に行き、ご家族やご友人等、大
切な方と合う機会を作り、関係が途切れな
いように務めております。

事業所発行の広報誌を見て、近所の方が訪
ねて来られる。また地域内にある入所前から
利用していた床屋に行き、髪を染めてもらう
等、外出は内容を問わず、制限なく出来てい
る。本人、家族の望む入居前の医療機関で
の受診等、入所後も、関係性が途切れないよ
うに、関係継続の支援に努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

26 （10）○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作
成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、職員間で情
報を共有しながら実践や介護計画の見直
しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉
われない、柔軟な支援やサービスの多機
能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

近隣の学校や消防などへ働き掛けを行っ
たり、運営推進会議には地域の方に委員
になっていただき連携を図っております。
地域の方より畑をお借りし、野菜作りなど
行ない季節感を味わって頂いております。

毎日のちょっとした変化を個々の生活記
録に残す様努力しています。少しでもいつ
もの状態と違いのある時は、ミーティングで
話し合い、カンファレンスに繋げ介護計画
の見直しを行っています。

本人・家族の状況に合わせて、通院等支
援をしています。本年度は完全なる看取り
とは行かなかったですが、終末期を迎えた
かたのケアを支援させていただきました。

心身の状況を全職員が把握して、ご本人
が出来る事を大切にし、役割を持って頂け
るようミーティングで検討し、本人が安心し
て過ごしていただけるように心掛けていま
す。

定期のモニタリングやアセスメントで、気づ
き、ご意向からカンファレンスを行い、活発
な意見交換を行っています。ご本人やご
家族のご意向も大切にし介護計画を作成
しております。

可能な限り本人、家族の思いや意向を確認
し、大切にしたいという中で、約半数の利用
者が自身のモニタリングに参加が可能となっ
た。また、先月よりパートの看護師がスタッフ
に加わることで、入院しないで事業所で状況
経過を看ていく希望のある利用者について、
担当医師と家族を含めたチームとしての連携
とケアを見直したり、検討の幅が広がる話し
合いになり、本人、家族を含め参加者の意見
を取り入れ介護計画に繋げている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

30 （11）○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者
が適切な受診や看護を受けられるように
支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、又、できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。あるいは、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行って
いる。

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

34 (12-2) ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練
を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

お客様の家族が不安に思われ問われてこ
られます。その為、ご本人の状態も考え充
分に方向性を話し合った上で、事業所で
できる精一杯の支援をさせて頂いておりま
す。

重度化や終末期に向けた話は入所時、認定
結果変更が有る時にはカンファレンス時、「住
み替え」も含め再度確認をしている。現在の
課題として、出来るだけ地域の医師と複数の
コンタクトをもてる連携やチーム作りを目指し
ている。

救急法の講習を受け基本を学んでおりま
す。施設内や、ホーム内の勉強会で訓練
を行ない、対応を身につけるようにしてい
ます。また、ＡＥＤの操作方法も学んでい
ます。

全職員がＡＥＤの研修を修了している。急変
時の事故対応マニュアル、連絡方法、手順の
フローチャート等が整備されており、応急手
当普及指導員研修の修了者も増えている。
初期対応の訓練を定期的に継続して行なっ
ている。

体調チェック表にバイタル測定値や特記
事項を記入し、看護職に定期的にチェック
してもらいながら日常的な連携に努めてい
ます。事故や異常時は速やかに相談し、
早期に医療機関につなげられるようにして
います。

入院した場合は面会に行き、本人の状態
を確認しています。退院時の食事指導等
も直接受けています。また、家族や病棟の
看護師と連携をとって退院への支援をして
います。

協力医療機関との連携を重視して、入居
時に同意と納得を頂いてからかかりつけ医
の変更を行っております。ホームでの様子
を詳しくお伝えし、適切な医療を受けられ
るように支援しています。

医療受診時は連絡表を用意し、当日までの
状態を医師に伝えている。家族にもそれぞれ
用意し、出来るだけ適切な受診が得られるよ
う支援している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

35 （13）○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を全職員
が身につけるとともに、地域との協力体制
を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14）○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をして
いる

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけてい
る

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

着る服などの選択など、その人らしくいら
れるようにご本人にもお聞きしながら配慮
しています。また、必要に応じて介助して
います。

傾聴に心がけて、思いや希望を言いやす
いように努力をしています。特に、食べ物
のご希望はお客様から出やすく、好きな飲
み物やお茶菓子の希望は沢山聞いていま
す。

ご本人の希望を聴き取り少しでも希望に沿
えるよう支援しています。

各棟での避難訓練を定期的に行ない、各
職員がスムーズに行動ができるようにして
います。年に１回の総合防災金連では、地
域の消防団の方、住民の方にも参加して
頂いております。

各種マニュアルは整備され、年1回地域との
防災訓練時には、事業所からサイレンを鳴ら
し、地元の消防団・近隣住民の参加等、11年
目の積み重ねと共に、地域の訓練には利用
者が参加し、災害時の協力関係体制があ
る。具体的には、災害時使用する可能性の
ある防空ずきんが、それぞれの居室の入り
口に、きれいな色使いでさりげない装飾のよ
うに整備されており、職員がドアを開け防空
ずきんを取り、誘導する手順や停電の可能
性も検討し訓練している。

お客様一人ひとりの人格を尊重した言葉
かけを意識しています。不必要に大きな声
での会話や、カーテンや扉の開閉に配慮
する等、プライバシーにも配慮した対応を
心がけています。

接遇の研修やマニュアルの中に、個人情報
の保護と共に、プライバシーの言葉が入って
いるが、個人情報とプライバシー保護が混同
したり、まとめて同一視してしまう恐れがあ
る。現在、プライバシーに関する具体的な研
修や職員同士の話し合いはまだ行なわれて
いない現状であった。

一人ひとりの尊厳に配慮した対応に
は、プライバシー保護の確保が欠か
せない。排泄、入浴等の誘導時の声
掛けは勿論、日常生活の中で、誇り
や尊厳などプライバシーに留意した対
応が常に求められている。今後は、全
職員がプライバシー保護に関する具
体的な確認を共有していく為の研修
実施やマニュアルの整備が望まれ
る。



9/11

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

40 （15）○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力
に応じた口腔ケアをしている

43 （16）○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして、トイレでの排泄や排泄の自立にむ
けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる

45 （17）○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々にそっ
た支援をしている

本人の希望に添える努力と体温や血圧が
安定されている時間帯に入浴していただ
けるようにしています。

一応、入浴日の設定はしているが、別な日に
希望が有る場合は何時でも対応できる体制
にしている。入浴の際、特にケアの中での留
意点は個別のサービス内容に記入し、ここに
支援している。

個別に定期的なトイレ誘導、排泄チェック
を行なっています排泄パターンをとり、サイ
ンを見逃さず、失禁を減らすために、トイレ
での排泄を促しています。オムツ外しを心
掛け、失禁パンツにパットや布パンツの使
用に努めています。

一人ひとりの排泄パターンを確認し、タイミン
グと時間をみて誘導し、出来るだけトイレで
の排泄を促す支援に努めている。

出来るだけ自然排便となるように、水分補
給を多めにしたり、毎日の体操、散歩等で
体を動かしたり、便秘予防となるような食事
にも配慮しています。

食事では、一人ひとりに合った量や携形
態の検討をしながら提供しています。水分
量の少ない方には、ご本人の好まれる物
を提供しています。また、体調の変化も
しっかりと記録し、医療につなげています。

歯みがきやうがいをお客様がご自身で出
来る様に声を掛けたり、見守りながら行
なっています。磨き残しの有る方には介助
し、舌の汚れの有る方には舌ブラシを使用
し毎食後清潔に努めています。

料理のしたごしらえや、味見、食器洗い、
食器拭きなど、声をかけながら行なってい
ます。率先して行なって下さる方もいらっ
しゃいます。また、お食事もお客様、職員
と共に食べています。

買い物、下ごしらえ、テーブル拭きや食器洗
いなど、利用者が日常のひとつとして参加
し、準備や後かたずけを職員と一緒に行なっ
ている。みんなが、それぞれ自分で作ったお
はぎやちらし寿司など、食べたい希望を大切
にしており記録に残している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用、用法や用量について理解しており、
服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

49 （18）○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。
又、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支援してい
る

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援をし
ている

お客様自ら電話を掛けたいと仰る方はご
本人のご体調に配慮し支援しています。
電話がかかってこられた時には、やり取り
が出来るように支援しています。

散歩、買物など、外に出かけることを大切
にしています。地域のイベントにお誘いで
協力し外出支援をしています。

地域の祭りや地域での行事への参加や近く
にあるスーパーへの買い物、事業所の畑を
近隣の方と旧友のように挨拶しながら耕した
り、庭から続く裏山への土手に生える山菜や
木の芽採りなど、今までの生活の延長や習
慣など、一人ひとりの思いを大切にくみ取り、
日常的に散歩やドライブなどでの外出を支援
している。

入居時、本人とご家族の意向を確認して
います。事業所としては基本的にお金は
お預かりしていません。ご本人が所持され
ている方は、使用時に関わり、支援してお
ります。

個別に薬の一覧表を作成し、担当者を決
め、他の職員と確認しながら服薬をおこ
なっていおります。薬の開始、中止など変
更がある場合は、理由を明確に記録して
周知。医師や看護との連携を行っていま
す。

調理、踊り、掃除、編み物、買い物など一
人ひとりの得意なこと、出来ることを活かし
て役割を持っていただき、職員も共に楽し
みながら支援しています。

日中の活動を多くし、夜間眠れる様に関
わっています。本人の就寝時間に合わせ
休んで頂いています。居間に冬はコタツを
設置したり、長座布団を置き休息しやすい
環境を作り、安心感、居心地の支援をして
います。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

52 （19）○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

54 （20）○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ
自立した生活が送れるように工夫している

毎年、危険箇所の点検を職員で行い改善
してきました。

ソファーやテーブル席などで気の合った
お客様同士お話をされて過ごされてい
らっしゃいます。天気の良い日はには、日
の当たる場所でお茶のみ日向ぼっこ、窓
際に椅子を設置し外を見たりし落ち着いて
過ごせるように配慮しています。

居室内には本人の使い慣れたタンスや、
写真など持ち込んで頂いております。馴染
みのあるものを持ち込んで頂けるよう声も
かけさせて頂いています。自作の作品を
飾ったりしています。

居心地よく生活出来るよう、馴染みのある本
人の大切なものが身の周りに配置されてい
る。居室の名札も、本人の書いたものなど、
色々な形、色々な生活の彩りを活かし、居心
地よく過ごせるよう本人、家族と相談しながら
支援している。

フロアの飾りつけはお客様と一緒に作った
作品を毎月飾って季節感を感じられるよう
な装飾を行っています。生活感を感じられ
るように季節の野菜を使い食事を作ってい
ます。また、テレビの配置も過ごしやすい
ように、お客様と相談し共有空間で楽しめ
る工夫をしています。

事業所内は落ち着いた色調であり、季節感
が感じられ、地域が誇りにしている風景写真
や昔の写真が利用者の目線の高さに配慮さ
れて飾られており、利用者が懐かしむ気持ち
や楽しめるよう配慮されている。畳のコー
ナーは利用者のお昼寝にも使われている。
色々なものを置きたくなる廊下は、綺麗に整
理され利用者の歩行の妨げにならないよう工
夫されている。
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